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「インターネット議会録画」
や「会議日程」、「会議録」など
がご覧いただけます。

議案に対する議員の表決態度（賛否）は、県議会ホームページで公表しています。（佐賀県議会　→　議案等の審議結果　→　議案件名一覧）

▪ 県議会からの附帯決議（県立大学設置　「具体化プログラム」推進事業費関連）
　１�　予算案の可決は、議論を深めるため、あくまでも県立大学構想をより具現化し、大学の機能・組
織等の検討を進めるものであり、今回の再議という異例の事態に至った経緯を改めて反省し、これ
をもって最終的な大学設置を認めるものではないこと。

　　�　今後、これらを含め、議会から指摘のあった必要な調査やデータ提供に対しては真摯に対応し、様々
な角度から具体的な大学の概要、組織、運営方針や運営の在り方も含め、幅広く議論を行うこと。

　２�　大学建設及び運営の検討に向け調査・検討を行うにあたっては、その結果のみならず、その過程
についても適宜、議会に状況を報告し、十分な議論を進めていくこと。

　３�　大学設置の大きな目的である若者の県外流出や産業人材の確保困難といった課題解決策について
は、県立大学設置のみに特化するのではなく、広く県民や議会等の意見を踏まえながら、幅広く検
討し柔軟に対応すること。

２０２4年３月１日発行

令和５年
１１月定例会

No.60

　令和５年度１１月定例県議会では、県立大学の設置関連をはじめ、九州新幹線西九州ルート関連、佐賀空港
の自衛隊使用要請関連、市村記念体育館改修工事関連、「SAGA２０２４」関連など県政全般にわたる幅広い議
論が行われました。
　令和５年度補正予算案については、補正予算案が提出されましたが、１２月２０日に『県立大学設置「具体
化プログラム」推進事業費』について減額等を行う修正案が議員から提出され、採決の結果、可決されました。
これを受け、この修正議決された議案について、知事が地方自治法の規定に基づく再議※に付し、１２月２１日
に再び採決を行った結果、先（１２月２０日）の修正議決が否決されました。そこで改めて修正前の原案につ
いて審議を行い、採決の結果、可決されました。
　なお、この可決にあたり、議会からは原案に対する附帯決議（以下に記載）が提出され、可決されました。
　このほか、予算関係の議案３件はいずれも原案のとおり可決されたほか、９月定例会において継続審査と
なり、決算特別委員会（令和５年度１１月６日～１７日開催）で審査された２件の決算議案が認定されました。

〇令和５年度補正予算関係
　◦�令和５年度一般会計に１８８億６，５９７万円を追加する予算（追加後総額約５，８１２億７，２４１万円、対前年�
同期比４．２％減）

　◦�小規模企業者等設備導入等事業支援特別会計補正予算　など計４件
　※予算案以外は７ページに記載しています。

令和５年 １１月定例会概要　（会期　１１月３０日～１２月２１日）

※「再議」とは？
　知事が議会での議決に対して異議がある場合、その理由を示して議会に審議のやり直しを求めること。
�　通常の議決は過半数の賛成で可決となるが、再議の場合は議長を含めた出席者の３分の２以上の賛成が求められる。
今回の再議理由
　�　県立大学構想は、県の子どもたちの大学進学時における新たな選択肢や県内経済、産業の中核的人材の確
保など、県が抱えてきた構造的な課題に直接アプローチできる有効な施策の１つと考えている。
　�　より具体的な調査、検討、議論を進めるために、専門家を交えて大学の機能を詰めていく「具体化プログラム」
に進む予算を提案したところであり、議論を深めるためにも、修正議決された議案について、再議に付す。
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若
い
人
は
、
働
く
場
所
が
あ
れ

ば
佐
賀
に
残
る
と
思
う
。
県
立

大
学
を
設
置
し
て
も
働
く
場
所
が
な
け

れ
ば
、
卒
業
後
県
外
へ
行
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
。
県
立
大
学
で
は
経
営

情
報
学
部
（
仮
称
）
を
設
置
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
県
内
で
そ
の
分
野
の
卒
業

生
に
対
し
て
県
内
企
業
に
ニ
ー
ズ
が
あ

る
の
か
疑
問
に
思
う
。

　
つ
い
て
は
、経
営
情
報
学
部（
仮
称
）

の
卒
業
生
に
と
っ
て
県
内
企
業
に
働
き

先
が
あ
る
の
か
の
見
通
し
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
Ｉ
Ｔ
、
人
工
知

能
な
ど
が
今
よ
り
も
さ
ら
に
進
み
、

標
準
と
な
る
時
代
で
あ
る
。
加
え
て
、
社
会

の
様
々
な
場
面
で
、
企
業
、
団
体
、
個
人
な

ど
、
多
様
な
主
体
が
連
携
し
な
が
ら
物
事
を

解
決
し
進
め
て
い
く
こ
と
か
ら
、
理
系
、
文

系
の
双
方
に
理
解
が
あ
る
人
材
が
求
め
ら
れ

る
時
代
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
理

系・文
系
の
双
方
に
土
地
勘・セ
ン
ス
を
持
っ

た
人
材
を
育
成
で
き
る
よ
う
、
Ｉ
Ｔ
と
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
柱
と
す
る
学
部
と
し
て
経
営
情

報
学
部
（
仮
称
）
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
県
内
の
経
済
界
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
分
野

県
内
企
業
へ
の
就
職
先
に
つ
い
て

問答

と
企
業
の
連
携
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

不
足
と
い
っ
た
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
、
多

く
の
機
会
損
失
を
生
ん
で
き
た
。
他
県
で
は

普
通
に
備
わ
っ
て
い
る
大
学
と
い
う
機
能
が

佐
賀
県
は
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
機

に
機
会
損
失
を
機
会
創
出
に
変
え
て
い
き
た

い
と
考
え
た
。

　
県
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
佐
賀
県

政
で
も
議
論
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
井
本
県
政
に
お
い
て
は
、
県
内
進
学
先

の
確
保
、
若
者
の
県
内
へ
の
定
住
、
保
護
者

負
担
の
軽
減
な
ど
、
現
在
と
も
共
通
し
た
課

題
認
識
の
下
、
有
識
者
検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
県
議
会
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
古
川

県
政
に
お
い
て
も
、
高
等
教
育
機
関
は
充
実

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
議

論
さ
れ
て
き
た
。
通
じ
て
５０
回
近
く
の
議
論

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
山
口
県
政
に
な
り
、
令
和
４
年

１２
月
に
提
案
を
し
、
令
和
５
年
２
月
定
例
会

か
ら
延
べ
３０
回
以
上
の
活
発
な
議
論
を
重
ね

て
い
る
。
さ
ら
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、

県
民
座
談
会
を
通
じ
て
約
２
０
０
人
か
ら
、

４
０
０
件
近
い
御
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

大
学
の
開
設
に
は
多
く
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ

り
、最
速
で
も
５
年
か
か
る
た
め
、設
置
に
向

け
た
一
歩
を
踏
み
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
、

拙
速
だ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

県
立
大
学
の
具
体
的
な
内
容
を

検
討
す
る
前
に
、
大
学
開
設
の

必
要
性
や
設
置
目
的
の
正
当
性
、
社
会

情
勢
に
お
け
る
大
学
設
置
以
外
の
対
策

の
有
効
性
の
検
証
な
ど
、
そ
こ
に
至
る

前
段
階
の
議
論
が
必
要
だ
と
思
う
。
県

立
大
学
の
発
表
か
ら
の
期
間
が
あ
ま
り

に
も
短
く
、人
口
流
出
や
人
材
の
確
保
、

こ
れ
ら
課
題
へ
の
対
策
が
大
学
設
置
一

択
な
の
か
、
と
い
っ
た
必
要
性
の
議
論

が
大
い
に
抜
け
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
た
対
策

が
い
く
つ
も
考
え
ら
れ
る
中
、
な
ぜ
県

立
大
学
設
置
な
の
か
と
い
う
こ
と
の
議

論
が
十
分
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

知
事
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
佐
賀
県
は
子
供
の
数
の
割
合
が
全
国

で
３
番
目
に
多
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、大
学
の
数
が
全
国
で
最
も
少
な
い
た
め
、

大
学
進
学
時
に
進
学
者
の
８
割
以
上
の

２
８
０
０
人
が
県
外
に
進
学
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
各
方
面
の
産
業
人
材
の
不
足
、
大
学

県
立
大
学

課
題
解
決
に
向
け
た

�

対
策
の
議
論
に
つ
い
て

問答

■
質
問
議
員
※
質
問
順

本会議質問　各議員が行った質問の
中から一部を紹介いたします。

各
議
員
の
質
問
一
覧
は

佐
賀
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１２
月
６
日
（
水
）

●
木
原　
奉
文
（
自
由
民
主
党
）

●
江
口　
善
紀
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
中
本　
正
一
（
公
明
党
）

●
青
木　
一
功
（
自
由
民
主
党
）

●
藤
木
卓
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

１２
月
７
日
（
木
）

●
坂
口　
祐
樹
（
自
由
民
主
党
）

●
桃
崎　
祐
介
（
自
由
民
主
党
）

●
武
藤　
明
美
（
日
本
共
産
党
）

●
田
中　
秀
和
（
自
由
民
主
党
）

●
石
倉　
秀
郷
（
自
由
民
主
党
）

１２
月
８
日
（
金
）

●
下
田　
　
寛
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
古
川　
裕
紀
（
自
由
民
主
党
）

●
藤
崎　
輝
樹
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
古
賀　
和
浩
（
自
由
民
主
党
）

●
指
山　
清
範
（
自
由
民
主
党
）

一
般
質
問
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ム
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
検
討
を
加
速
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
県
立
大
学
の
設
置
は
、

他
の
県
に
普
通
に
備
わ
っ
て
い
る
大
学
と
い

う
機
能
が
佐
賀
県
で
は
圧
倒
的
に
数
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
に
伴
う
構
造
的
な
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
施
策
で
あ
る
。
佐
賀
県
の
将

来
に
と
っ
て
大
事
な
施
策
で
あ
り
、
喫
緊
の

課
題
と
思
う
。
そ
の
強
い
気
持
ち
、
思
い
を

不
退
転
の
決
意
と
申
し
上
げ
た
。

　

今
回
の
具
体
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
予
算
が

議
決
さ
れ
た
後
も
、
様
々
な
状
況
や
周
辺
環

境
の
変
化
の
中
、
大
学
の
設
立
に
向
け
て
関

係
す
る
予
算
や
議
案
を
提
出
し
て
、
そ
の
都

度
、
議
会
で
審
議
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

今
回
の
予
算
が
可
決
さ
れ
る
こ
と
が
県
立
大

学
に
対
す
る
議
会
か
ら
の
包
括
的
な
承
認
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

県
議
会
、
県
民
の
皆
様
、
み
ん
な
の
力
で
教

育
県
佐
賀
県
な
ら
で
は
の
大
学
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
。

は
重
要
で
あ
り
、
企
業
と
し
て
理
系
・
文
系

双
方
に
理
解
が
あ
る
人
材
は
不
足
し
て
い
る

と
い
う
意
見
や
、
専
門
的
な
知
識
な
ど
は
就

職
後
に
身
に
つ
け
れ
ば
い
い
が
、
ベ
ー
ス
と

な
る
考
え
方
、
セ
ン
ス
が
身
に
つ
い
た
学
生

が
欲
し
い
な
ど
の
意
見
も
多
く
あ
り
、
経
営

情
報
学
部
（
仮
称
）
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方

を
身
に
つ
け
た
人
材
は
様
々
な
分
野
で
活
躍

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

県
立
大
学
設
置
に
よ
り
、
既
存

の
私
立
大
学
へ
の
影
響
が
あ
る

と
考
え
る
。

　
仮
に
大
学
進
学
率
や
自
県
大
学
進
学

率
が
現
状
に
近
い
水
準
で
と
ど
ま
っ
た

場
合
、限
ら
れ
た
大
学
志
願
者
を
既
存
の

私
立
大
学
と
県
立
大
学
と
が
奪
い
合
う

こ
と
に
な
り
、最
終
的
に
は
県
立
大
学
が

優
位
性
を
発
揮
し
、私
立
大
学
志
願
者
の

多
く
が
県
立
大
学
へ
流
れ
る
こ
と
が
容

易
に
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
１８
歳
人
口
が
減
少
を
続
け
る
中
、
現

状
で
も
私
立
大
学
は
定
員
充
足
率
の
低

下
の
対
応
に
苦
慮
し
て
お
り
、
県
立
大

学
の
設
置
が
私
立
大
学
、
い
わ
ゆ
る
民

業
圧
迫
と
い
う
形
に
な
り
は
し
な
い
か

私
立
大
学
へ
の
影
響
に
つ
い
て

問

と
危
惧
す
る
が
、
県
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
佐
賀
県
は
大
学
の
数
が
２
つ
と
全
国

で
最
も
少
な
い
県
で
あ
る
が
、
そ

の
２
つ
に
つ
い
て
も
、
佐
賀
大
学
は
国
立
の

総
合
大
学
、
西
九
州
大
学
は
私
立
の
生
活
福

祉
系
の
大
学
と
、
そ
の
性
格
は
異
な
っ
て
い

る
。県
立
大
学
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

福
岡
県
や
長
崎
県
の
私
立
大
学
に
は
若
干
影

響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
県
内
の
私
立

大
学
へ
の
影
響
は
、
学
び
の
分
野
が
直
接
重

な
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
影
響
が
全

く
な
い
と
は
言
わ
な
い
が
、
よ
り
限
定
的
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

高
等
専
門
学
校
（
以
下
、「
高
専
」

と
い
う
）
の
方
が
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
が
、
県
立
大
学
と
高
専

と
を
両
立
し
た
ほ
う
が
よ
り
効
果
が
発

揮
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
高
専
は
、
ほ
か
の
大
学
と
の
連
携
に

よ
っ
て
可
能
性
が
あ
り
、
検
討
し
て
い

く
と
い
っ
た
答
弁
を
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
県
で
は
、
高
専
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
検
討
を
さ
れ
た
の
か
。

答高
専
の
検
討
に
つ
い
て

問

　
　
　
高
専
は
、
実
践
的
、
創
造
的
技
術
者

を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

高
等
教
育
機
関
。
県
立
大
学
に
加
え
て
高
専

が
あ
れ
ば
、
よ
り
よ
い
高
等
教
育
環
境
に
な

る
の
は
事
実
で
あ
る
。

　
現
在
、
状
況
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
引
き
続
き
高
専
に
つ
い
て
も
、
大

学
と
連
携
し
た
形
で
県
の
高
等
教
育
機
関
の

充
実
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

知
事
は
開
会
日
の
提
案
事
項
説

明
に
お
い
て
、「
県
立
大
学
構
想

の
実
現
に
向
け
て
不
退
転
の
決
意
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
県
立
大
学
設
置
に
向
け
た
知
事
の
意

気
込
み
は
強
く
感
じ
る
が
、
十
分
な
検

討
が
さ
れ
て
い
な
い
と
の
声
が
あ
る
中

で
「
具
体
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
着
手
す

る
た
め
の
予
算
案
を
提
出
さ
れ
た
こ
と

は
、
よ
ほ
ど
の
思
い
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
推
察
す
る
が
、「
不
退
転
の
決

意
で
取
り
組
む
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。

　
　
　
今
回
提
出
し
た
具
体
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
予
算
は
外
部
の
専
門
家
も
関

わ
っ
て
も
ら
い
、
県
立
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

答「
不
退
転
の
決
意
」に
つ
い
て

問答

　

県
立
大
学
に
つ
い
て
は
、一
般
質
問

の
ほ
か
、
総
務
常
任
委
員
会
で
も
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲
録
画
映
像
は
こ
ち
ら
か
ら

　
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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国
際
的
に
、
武
力
攻
撃
事
態
等

に
お
い
て
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条

約
に
基
づ
き
、
国
民
の
保
護
の
た
め
の

措
置
に
係
る
業
務（
救
助
や
消
火
な
ど
）

を
行
う
者
に
は
、
攻
撃
な
ど
か
ら
保
護

さ
れ
る
「
特
殊
標
章
」
を
使
用
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
国
民

が
避
難
す
る
際
に
は
こ
の「
特
殊
標
章
」

を
覚
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
県
の
国
民
保
護
計
画
に
お
い
て
は
、

こ
の
特
殊
標
章
の
使
用
の
意
義
及
び
そ

れ
を
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
濫
用
防

止
の
た
め
の
規
定
等
に
つ
い
て
、
教

育
や
学
習
の
場
な
ど
の
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
啓
発
に
努
め
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
「
特
殊
標
章
」
に
つ
い
て
は

多
く
の
県
民
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

　
つ
い
て
は
、「
特
殊
標
章
」
に
対
す

る
県
の
取
組
み
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

政
策・総
務

「
特
殊
標
章
」に
関
す
る

�
県
の
取
組
み
に
つ
い
て

問

　
　
　
県
の
国
民
保
護
計
画
に
お
い
て
は
、

「
特
殊
標
章
」
の
使
用
の
意
義
及
び

そ
れ
を
使
用
す
る
に
当
た
っ
て
の
濫
用
防
止

の
た
め
の
規
定
等
に
つ
い
て
、
教
育
や
学
習

の
場
な
ど
の
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
啓
発
に

努
め
る
と
定
め
て
お
り
、
平
成
１６
年
に
国
民

保
護
法
が
制
定
さ
れ
た
頃
に
は
、
県
で
も
当

該
法
制
度
の
普
及
啓
発
と
併
せ
、「
特
殊
標

章
」
に
つ
い
て
も
国
民
保
護
関
連
の
講
演
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
掲
示
や
説
明
、
啓
発

冊
子
な
ど
へ
の
掲
載
な
ど
を
行
っ
て
い
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
た
だ
、
近
年
の
国
民
保
護
に
関
す
る
取
組

み
と
し
て
は
、
全
国
的
に
見
て
も
図
上
訓
練

や
実
働
訓
練
な
ど
で
実
効
性
を
高
め
る
た
め

の
取
組
み
に
比
重
が
置
か
れ
て
お
り
、
本
県

で
も
「
特
殊
標
章
」
の
啓
発
に
関
す
る
取
組

み
は
あ
ま
り
行
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
た

め
、
改
め
て
機
会
を
捉
え
て
「
特
殊
標
章
」

の
意
義
や
濫
用
防
止
に
つ
い
て
、
県
民
へ
の

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
有
事
の
際
の
国
民
保
護
は
、
国
民
の
生
命

や
財
産
を
守
る
ま
さ
に
根
幹
を
な
す
も
の
で

あ
る
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
適
切
に
対
処
で

き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
し
っ
か
り
と
備
え
て

い
き
た
い
。

答

「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
て
、

各
競
技
会
場
と
な
る
施
設
は
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
と

思
う
。

　

し
か
し
、
最
寄
り
の
バ
ス
停
か
ら

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
ク
ア
へ
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
独
り
で
行
く

こ
と
が
で
き
ず
困
っ
て
い
る
と
い
う
声

が
あ
っ
た
。
全
障
ス
ポ
の
開
催
前
に
は

間
に
合
う
よ
う
最
大
限
努
力
す
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
介
助
者
が
確
保
で

き
な
け
れ
ば
練
習
会
場
に
通
う
こ
と
さ

え
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
競
技
会
場
と
な
る
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
は
市
町
施
設
に
つ
い
て
も
支
援

が
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
全
て
の
会
場
に
お
い
て
、
障
害
の

あ
る
方
と
と
も
に
施
設
の
現
況
や
動

線
、
仮
施
設
等
の
配
置
計
画
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
、
そ
こ
で
の
意
見
を
踏
ま

え
た
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

地
域
交
流

「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

�

競
技
施
設
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て

問

　
県
は
、
競
技
施
設
に
お
け
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク
に
お

い
て
は
、
新
設
す
る
施
設
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
既
存
の
施
設
に
つ
い
て
も
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
き
た
。

　
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
ク
ア
の
入
り
口
ま
で
の
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ

イ
ズ
パ
ー
ク
全
体
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
後

の
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
ク
ア
の
使
わ
れ
方
や
、
利
用

者
の
動
線
等
を
見
極
め
た
上
で
設
置
す
る
こ

と
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
、

可
能
な
限
り
速
や
か
に
整
備
を
行
う
こ
と
と

し
、
施
設
を
利
用
す
る
方
に
と
っ
て
よ
り
効

果
的
な
誘
導
が
で
き
な
い
か
、
コ
ー
ド
化
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
仕
組
み
の
導
入
も
含
め

て
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
全
障
ス
ポ
」で
は
、

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク
を
は
じ
め
県

内
１８
の
会
場
で
競
技
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
の
各
会
場
の
仮
設
の
整�

備
は
、県
有
施
設
、市
町
有
施
設
等
を
問
わ
ず

県
が
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、現
在
、

実
施
設
計
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

競
技
会
場
の
設
営
の
準
備
に
当
た
っ
て

は
、
県
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
各
競
技
団

体
、
障
害
者
団
体
な
ど
の
関
係
者
か
ら
意
見

聴
取
を
行
い
、
一
緒
に
現
地
確
認
を
行
い
な

答

▲
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約

　
第
一
追
加
議
定
書
に

　
規
定
さ
れ
る
「
特
殊
標
章
」
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が
ら
進
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
各

施
設
の
現
況
を
踏
ま
え
て
動
線
を
確
認
し
、

ス
ロ
ー
プ
を
は
じ
め
と
す
る
仮
設
物
の
配
置

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
令
和
６
年
の
４
月
と
６
月
に
開
催
さ
れ
る

各
競
技
会
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
実
際
の
状

況
、
声
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
番
に
向
け
た

準
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

市
村
記
念
体
育
館
を
人
材
育
成

や
文
化
芸
術
の
活
動
拠
点
に
と

い
う
検
討
が
令
和
元
年
度
か
ら
４
年
７

か
月
に
わ
た
っ
て
重
ね
ら
れ
た
。
と
こ

ろ
が
、
令
和
５
年
１０
月
の
入
札
で
不
落

と
な
り
、一
転
、当
該
事
業
を
凍
結
す
る

方
向
で
進
め
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
事
業
は
、
人
へ
の
投

資
と
し
て
大
切
で
、
他
県
に
は
な
い
先

進
的
な
取
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
凍

結
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

再
考
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
市
村
記
念
体
育
館
は
、
市
村
清
氏
が

佐
賀
県
に
託
し
た
思
い
、
そ
し
て
、

多
く
の
人
の
心
に
刻
ま
れ
た
シ
ン
ボ
ル
的
な

建
物
で
、
佐
賀
県
民
共
有
の
誇
り
高
い
財
産

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

市
村
記
念
体
育
館
に
つ
い
て

問答

　
平
成
３０
年
に
肥
前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会

で
多
く
の
人
の
志
を
育
む
場
所
と
し
て
活
用

し
た
後
、
建
築
や
デ
ザ
イ
ン
に
知
見
を
有
す

る
方
々
な
ど
と
、
こ
の
建
物
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
、
後
世
に
受
け
継
い
で
い
く
か
議
論

を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、
市
村
記
念
体
育
館

を
多
彩
な
文
化
芸
術
の
体
験
、
創
作
活
動
に

よ
っ
て
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
文
化
創

造
拠
点
と
す
る
方
針
と
し
た
。

　
こ
の
構
想
は
老
朽
化
し
た
建
物
を
こ
れ
ま

で
と
同
じ
機
能
で
は
な
く
、
新
し
い
活
用
方

法
で
使
っ
て
い
く
と
い
う
、
今
ま
で
と
は
全

く
違
う
保
存
の
在
り
方
と
し
て
、
建
築
関
係

者
な
ど
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
建
築
工
事
の
入
札
を

行
っ
た
結
果
、
昨
今
の
急
激
な
資
材
価
格
、

労
務
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
っ
て
不
落
と
な
っ

た
。
事
業
費
が
大
幅
に
増
加
し
、
今
後
も
そ

の
先
が
見
通
せ
な
い
状
況
の
中
に
お
い
て

は
、
今
は
実
施
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い

と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
当
該
事
業
は
、
先
鋭
的
で
多
く
の
英
知
を

集
め
た
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
長
い
時
間
を
か
け
て
煮
詰
め

て
き
た
過
程
や
関
わ
っ
た
皆
さ
ん
の
思
い
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
再
始
動
も
含
め
、

い
ず
れ
花
開
く
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の

新
鳥
栖
―
武
雄
温
泉
間
を
仮
に

フ
ル
規
格
で
整
備
す
る
場
合
の
建
設
費

の
佐
賀
県
の
負
担
に
つ
い
て
、「
長
崎

県
の
半
分
が
相
場
で
あ
る
」
と
の
副
知

事
の
発
言
が
報
道
さ
れ
た
。
時
間
短
縮

効
果
を
考
え
れ
ば
長
崎
県
の
効
果
が
大

き
い
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
佐
賀
県
に

メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い
と
感
じ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
佐

賀
県
の
負
担
は
半
分
ど
こ
ろ
か
も
っ
と

小
さ
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
す

ら
考
え
る
。

　
仮
に
フ
ル
規
格
で
整
備
す
る
場
合
の

佐
賀
県
の
負
担
は
長
崎
県
の
半
分
以
下

で
あ
る
と
い
う
副
知
事
の
考
え
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
　
　
令
和
５
年
１１
月
１７
日
の
鉄
道
局
次
長

と
の
意
見
交
換
に
お
い
て
、
フ
ル

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
に
お
け
る

�

佐
賀
と
長
崎
の
建
設
費
負
担
の
考
え
に
つ
い
て

問答

規
格
を
議
論
す
る
場
合
、
九
州
佐
賀
国
際
空

港
や
有
明
海
沿
岸
道
路
と
関
連
さ
せ
る
こ
と

で
、
佐
賀
県
や
九
州
全
体
の
発
展
や
将
来
展

望
が
描
け
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
議
論
す
る

価
値
が
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
場
合
で
も
財
政

負
担
や
在
来
線
の
問
題
な
ど
と
セ
ッ
ト
で
議

論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
、
非
常
に
複
雑
な

連
立
方
程
式
だ
と
い
う
よ
う
な
話
を
し
た
。

　
受
益
と
負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
長
崎
県
と
佐
賀
県
の
建
設
費
負

担
は
３
対
１
で
あ
る
が
、
新
鳥
栖
―
武
雄
温

泉
間
を
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
西
九
州

ル
ー
ト
全
体
に
対
す
る
佐
賀
県
の
負
担
は
長

崎
県
の
２
・
５
倍
以
上
に
な
り
、
負
担
額
は

逆
転
す
る
。
例
え
ば
、
上
下
分
離
区
間
（
江

北
―
諫
早
間
）
で
は
、
維
持
費
の
負
担
は
長

崎
県
が
２
、
佐
賀
県
が
１
と
な
っ
て
い
る
。

ど
う
考
え
て
も
西
九
州
ル
ー
ト
全
体
に
対
す

る
佐
賀
県
の
負
担
は
最
大
で
も
２
分
の
１
以

下
と
い
う
の
が
私
の
考
え
、
感
覚
だ
と
い
う

こ
と
を
話
し
た
。

　
そ
も
そ
も
デ
メ
リ
ッ
ト
の
ほ
う
が
は
る
か

に
大
き
な
も
の
に
多
額
の
負
担
を
行
う
と
い

う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
フ
ル
規
格
を
議
論
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど

の
よ
う
な
将
来
像
が
描
け
る
の
か
、
在
来
線

を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、
財
政
負
担
が
ど
う

な
る
の
か
な
ど
を
セ
ッ
ト
で
議
論
す
る
必
要

が
あ
る
。

▲市村記念体育館の外観
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総
務
常
任
委
員
会

　付託議案１件が否決、６件が原案可決、１件が同意、請願
１件が採択されました。
【主な付託議案】
◦一般会計（補正）予算関係分
◦教育委員会委員の任命
【主な質疑事項】
◦県立大学の基本構想案と具体化プログラムについて
◦県職員の時間外労働と健康管理について
◦市町のふるさと納税に関する県の関与について　　など

【質疑の様子】

農
林
水
産
商
工
常
任
委
員
会

　付託議案２件が原案可決されました。
【主な付託議案】
◦一般会計（補正）予算関係分
◦小規模企業者等設備導入等事業支援特別会計補正予算
【主な質疑事項等】
◦「佐賀牛」の振興について
◦中小企業・小規模事業者に対する支援について
◦伝統工芸の振興について　　など

災害関連	緊急治山事業	三谷地区（神埼市）
（治山ダム設置等による復旧・予防対策について）

【現地視察の様子】

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　付託議案５件が原案可決されました。
【主な付託議案】
◦一般会計（補正）予算関係分
◦公立学校職員給与条例の一部を改正する条例
【主な質疑事項】
◦子宮頸がん予防ワクチンについて
◦介護サービス施設・事業所の業務継続計画（BCP）について�
◦特別支援学校の整備について　　など

北山キャンプ場
（リニューアルオープン後の状況について）

【現地視察の様子】

地
域
交
流
・
県
土
整
備
常
任
委
員
会

　付託議案６件が原案可決されました。
【主な付託議案】
◦一般会計（補正）予算関係分
◦ＳＡＧＡパラスポーツセンターの管理について
【主な質疑事項】
◦九州新幹線西九州ルートについて
◦市村記念体育館について
◦県内建設工事の適正な施工について　　など

佐賀県立森林公園
（屋内運動施設の整備状況について）

【現地視察の様子】

常任委員会 及び 特別委員会

決算特別委員会の決算審査概要
　令和５年１１月６日から１７日まで決算特別委員会を開催し、「令和４年
度佐賀県歳入歳出決算の認定について」、「令和４年度佐賀県工業用水道事
業決算の認定について」以上２件の議案が審査され、いずれの議案も賛
成者多数又は全会一致で認定されました。

決算特別委員会における
各議員の審議については
こちらからご覧ください。
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令和５年１１月定例会で条例などが次のとおり可決されました。
■条例（５件可決）
◯佐賀県手数料条例の一部を改正する条例
� 他４件
■意見書（３件可決）
◯�医療・介護を提供するための適切な財源確保を求
める意見書
◯�独立行政法人国立病院機構肥前精神医療センター
の外来管理棟の早期建替と経営安定化に向けた適
切な財源措置を求める意見書
◯�太平洋クロマグロ資源管理に係る対策の充実を求
める意見書

■請願（１件採択）
◯�私学助成の大幅増額・教育費の保護者負担の軽減・
教育条件の改善をもとめる請願書

■決議（１件可決）
◯�甲第５０号議案令和５年度佐賀県一般会計補正予算
（第６号）に対する附帯決議

令和５年１１月定例会
議案採決結果一覧表（PDF）

その他の条例等はこちら➡

　付議事件について執行部に対する委員会審議が行われま
した。
【主な質疑事項】
◦�大学設置にかかる費用対効果の試算など、検討材料が示
されていないことに対する県の考えについて
◦若者の意見やニーズ把握についての考え方について
◦専門家チームの人選についての考え方について

質疑の様子

高
等
教
育
機
関
問
題
対
策
等

特
別
委
員
会

　１２月１８日（月）に委員会を開催し、「アミュプラザ長崎」、
「出島メッセ長崎」などの視察を行い、西九州新幹線開業後
の状況、施設の概要について説明を受け、質疑を行いました。

出島メッセ長崎
（出島メッセ長崎の概要について）

新
幹
線
問
題
対
策
等

特
別
委
員
会

　令和６年１月に、佐賀北高等学校２年生の生徒３名か
ら、「探求活動」の一環として「佐賀県の女性議員の政治
参加」をテーマに、県議会の女性議員（３名）へのイン
タビューがありました。

佐賀北高等学校の生徒の方から
県議会の女性議員への
インタビューがありました
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〒
８４０−

８５７０　
佐
賀
市
城
内
一
丁
目
１
番
４５号

「
さ
が
県
議
会
だ
よ
り
」

の
次
号
は
、６
月
１
日
発
行
で
す
。

佐
賀

県
議

会
事

務
局

政
務

調
査

課
お
読
み
に
な
っ
た

ご
感
想
や
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

見
や
す
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

TEL	０９５２−
２５−

７３０６　
FAX	０９５２−

２５−
７２７９

E-m
ail　

gikai@
pref.saga.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
.pref.saga.lg.jp/gikai/

　
県
民
の
皆
さ
ま
に
県
議
会
議
員
の
「
人
と

な
り
」
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
県
議
会
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

当
選
回
数
の
多
い
議
員
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

（
全
４
回
）

石
丸 

太
郎

自
由
民
主
党

武
雄
市

座
右
の
銘

男
の
人
生
友
達
探
し

趣
味・特
技

心
が
け
て

い
る
こ
と

ゴ
ル
フ

１
時
間
前
行
動

１
期

い
し
ま
る

　
　
た
ろ
う

猪
村 

利
恵
子

自
由
民
主
党

武
雄
市

座
右
の
銘

前
へ
前
へ�

一
意
専
心

趣
味・特
技

心
が
け
て

い
る
こ
と

寺
社
巡
り
、ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、ド
ラ
イ
ブ

利
他
の
心
、
あ
い
さ
つ
、
笑
顔
、�

安
全
運
転

１
期

い
む
ら

　
り
え
こ

酒
井 

幸
盛

県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

唐
津
市

座
右
の
銘

初
志
貫
徹

趣
味・特
技

心
が
け
て

い
る
こ
と

マ
ラ
ソ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
読
書

地
域
の
未
来
は
、
つ
な
が
り
と
熱
意

が
決
め
る
！

１
期

さ
か
い

　
ゆ
き
も
り

桃
崎 

祐
介

自
由
民
主
党

唐
津
市

座
右
の
銘

至
誠
通
天

趣
味・特
技

心
が
け
て

い
る
こ
と

読
書

自
處
超
然�

處
人
藹
然�

有
事
斬
然

無
事
澄
然�

得
意
澹
然�

失
意
泰
然

２
期

も
も
ざ
き

　
ゆ
う
す
け

下
田 
寛

県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

鳥
栖
市

座
右
の
銘

則
天
去
私

趣
味・特
技

心
が
け
て

い
る
こ
と

散
歩
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
る

全
て
の
人
が
「
幸
せ
で
あ
る
よ
う
に
」

心
か
ら
祈
る
こ
と

２
期

し
も
だ

　
ひ
ろ
し

古
川 

裕
紀

自
由
民
主
党

神
埼
市

座
右
の
銘

一
念
一
念
と
重
ね
て
一
生
な
り
。

趣
味・特
技

心
が
け
て

い
る
こ
と

音
楽
（
三
線
）、
古
武
道
（
居
合
）

行
動
こ
そ
本
音
。
ま
ず
は
行
動
し
て

み
る
こ
と
。

２
期

ふ
る
か
わ

　
ひ
ろ
の
り

一
ノ
瀬 

裕
子

自
由
民
主
党

佐
賀
市

座
右
の
銘

万
象
皆
我
師�

桜
梅
桃
李

趣
味・特
技

心
が
け
て

い
る
こ
と

植
物
育
て�

司
会
進
行

ゴ
ー
ル
を
描
く�

笑
顔�

元
気�

適
材
適
所

２
期

い
ち
の
せ

　
　
ゆ
う
こ

中
村 

圭
一

自
由
民
主
党

鳥
栖
市

座
右
の
銘

和
し
て
同
ぜ
ず

趣
味・特
技

心
が
け
て

い
る
こ
と

妻
と
愛
犬
と
の
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

言
う
べ
き
時
に
Ｎ
Ｏ
と
言
う
議
員
の

一
番
の
仕
事
を
全
う
す
る
こ
と

２
期

な
か
む
ら

　
け
い
い
ち

古
賀 

和
浩

自
由
民
主
党

基
山
町

座
右
の
銘

安
心
安
全　

忘
己
利
他

趣
味・特
技

心
が
け
て

い
る
こ
と

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
、
音
楽
鑑
賞

謙
虚
な
姿
勢
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
行
動

２
期

こ
が

　
か
ず
ひ
ろ

冨
田 

幸
樹

自
由
民
主
党

唐
津
市

座
右
の
銘

物
事
は
表
裏
一
体

趣
味・特
技

心
が
け
て

い
る
こ
と

ゴ
ル
フ
、
ア
ウ
ト
ド
ア

人
の
話
し
は
最
後
ま
で
聞
く

２
期

と
み
た

　
こ
う
き

弘
川 

貴
紀

自
由
民
主
党

伊
万
里
市

座
右
の
銘

プ
ラ
ス
記
号
は
マ
イ
ナ
ス
か
ら
描
き
始
め
る

趣
味・特
技

心
が
け
て

い
る
こ
と

ス
ポ
ー
ツ
全
般
、
文
化
芸
術
観
賞

身
体
と
心
を
必
ず
ク
オ
ー
タ
ー
分
空

け
て
お
く

２
期

ひ
ろ
か
わ

　
た
か
の
り

田
中 

秀
和

自
由
民
主
党

唐
津
市

座
右
の
銘

人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ

趣
味・特
技

心
が
け
て

い
る
こ
と

狭
い
庭
で
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

「
虫
の
目
」「
鳥
の
目
」「
魚
の
目
」
で

物
事
を
観
て
常
に
判
断
す
る
こ
と

２
期

た
な
か

　
ひ
で
か
ず

青
木 

一
功

自
由
民
主
党

佐
賀
市

座
右
の
銘

逆
境
こ
そ
力

趣
味・特
技

心
が
け
て

い
る
こ
と

息
子
と
遊
ぶ
、
旅
行
、
絵
画
鑑
賞

意
見
が
割
れ
る
問
題
で
も
信
念
に
従

い
、
意
志
と
賛
否
を
明
確
に
す
る

２
期

あ
お
き

　
か
ず
の
り
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